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開倫塾 塾長通信④ 2008 年 1 月 7 日

開倫塾の塾生・保護者の皆様へ

「学ぶことを学ぶ能力」を身につけよう

―新学期を迎えるにあたって―

開倫塾

塾長 林 明夫

お読みになりやすいように、QandA の形で書かせて頂きます。予め御了承下さい。

Ｑ：受験生は受験が始まりました。受験のない学年も学年末試験があります。受験に合格し、学年

末試験でよい成績を取る秘訣はあるのですか。学力を向上させるポイントは何ですか。年の始め

に説明して下さい。

Ａ：(林明夫：以下省略)新年明けましておめでとうございます。今年もどうかよろしくお願い申し

上げます。

合格の秘訣、学年末試験でよい点数を取る秘訣は何か。一言で言えば、「学ぶことを学ぶ能力」

を、今からでも遅くありませんから、一日でも早く、一時間でも早く身につけることです。

Ｑ：「学ぶことを学ぶ」とは、どういうことですか。

Ａ：英語で言うと Learning to learn(ラーニング・トゥ・ラーン)。learn とは、一度「理解」した

ことを「身につける」「定着させる」ことを言います。「身につける」、「定着させる」方法を身に

つけることが、「合格」や「学年末試験でよい点数を取る」秘訣と言えます。もっと言えば、あ

りとあらゆる分野で「学力を身につける」秘訣と言えます。

Ｑ：開倫塾で教わった「学習の３段階理論」の第２番目の「定着」に似ていますね。

Ａ：その通りです。「合格の秘訣」、「学年末試験でよい点数を取る秘訣」は、共通して、一度「う

んなるほど」と「理解」したことを正確に身につける、つまり定着させる方法をマスターするこ

と、自分のものにすること、身につけることです。

(１)合格点が取れない最大の理由、学年末試験をはじめとする定期テストでよい点数が取れない

最大の理由は、一度「うんなるほど」と「理解」した内容を正確に身につけていないからです。

「定着」させていないからです。

(２)偏差値の高い塾生、具体的に言えば偏差値 70 以上の塾生の皆さんは、一度「うんなるほど」

と「理解」した内容を何も見ずに正確にスラスラ言えます。何も見ないで楷書で正確に書くこ

とができます。一度解いた基本的な問題は、問題を見た瞬間に条件反射で正解を出すことがで

きます。

逆に、偏差値が 50 未満の塾生の皆さんの大半は、一度「うんなるほど」と「理解」はして

いても、その内容を何も見ないで正確にスラスラ言うことができない。楷書で正確に書くこと

ができない。一度解いた基本的な問題も、問題を見た瞬間に条件反射で正解を出すことができ
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ない。そのような人が多いと言えます。

(３)では、偏差値 70 以上と偏差値 50 以下の差はどこから生じるかと言えば、「頭が良い悪い」

ということは全く関係がありません。一度「うんなるほど」と「理解」した内容を「正確に身

につける」つまり「定着」させるための「作業」を、やっているかやっていないかだけです。

「定着」は、「努力」あるのみです。「定着」のための「努力」は必ず「報(むく)われる」と断

言できます。

(４)この「定着」重視の勉強方法は、入学試験のための受験勉強でも絶大な効果を発揮するので

すから、学年末試験のような「定期テスト」で「定着」に真正面から取り組めば全科目 100 点

も可能です。

Ｑ：受験生は、どのように「定着」と取り組めばよいのですか。

Ａ：開倫塾でその日に勉強した内容で、十分身についていないと思われるところがあれば、その日

のうちにしっかりと身につけること。

(１)例えば、英語は次のようにします。

①開倫塾で、県立高校の過去問を２年分勉強したときは、寝る前や翌日学校から帰宅後にもう

一度２年分の問題をやり直す。やり直しながら、本文・問題文を含めた英文はすべて大きな

声を出して「音読」する。スラスラ読めるまでにする。大事な文は、何回も何十回も読み直

す。口をついて出るようになるまでにする。何も見ずに書けそうな単語や文は、何回も何十

回も不要な用紙に書き取り練習をする。紙が真っ黒になるまで書き取り練習をする。英語で

あっても、問題はすべてやり直す。問題を見た瞬間に正確に解答が書けるようになるまで、

何回も何十回もやり直す。

②高校入試の受験生だけでなく、大学入試の受験生にとっても、過去問の「音読練習」「書き

取り練習」の徹底的な積み重ねこそが、英語の偏差値大幅アップの秘訣と言えます。

(２)数学も、開倫塾でその日に勉強した内容を帰宅後に勉強し直すこと以外に、偏差値を上げる

方法はないと考えます。

①問題を見た瞬間に条件反射で正確な解答が出せることを目標にすると、今からでも偏差値は

飛躍的に向上します。ですから、自分にとっては簡単な問題でも、頭の体操と考えて、パッ

パッと素早く正確な解答を出す練習をすることです。また、問題を繰り返し解いているうち

に、「ああこれはこういうことだったのか」と「理解」が深まるのが数学です。

②間違えた問題は、その日の授業を思い出して、もう一度まずは何も見ずに解いてみる。どう

してもわからなければ、授業のノートを見たり、解答集を参考にする。そして、気を取り直

して、もう一度何も見ないで自分の力だけで解いてみること。できれば４～５回、間違えた

同じ問題を解き、その問題を自分のものにする。つまり、問題を見た瞬間に条件反射で正確

に解答できるまでにするのです。

③このような地道な努力の積み重ねが、高校入試でも、大学入試でも、偏差値の大幅な上昇と

いう結果をもたらします。

「練習、練習、また練習」が、数学の学力向上の基本です。努力は必ず報われるのが受験

勉強です。

(３)国語、社会、理科も、一度「うんなるほど」と「理解」した内容を身につける、「定着」さ

せるための勉強方法は、全く同じです。
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①高校入試でも、大学入試でも、開倫塾でその日に勉強した問題を、歯をくいしばってもう一

度やり直す。やり直すときには、本文・問題文ともに大きな声で「音読」すること。国語も

社会も理科も、迷うことなく「音読」をすること。音読しながら、ちゃんと書けないと思わ

れる語句に出会ったら、何回も何十回も「書き取り練習」をすること。必要な図表は、何も

見ないで正確にかけるまでにすること。薄い紙の上から教科書を書き写すことも役に立ちま

すよ。国語は、漢字や古語の「書き取り練習」を、そして、語句の「意味」も「書き取り練

習」をして下さい。

②社会は、地名や人名、重要語句の「書き取り練習」を、語句の意味(「～は…です」という

定義)も徹底的な「書き取り練習」をすることが、成績向上の秘訣です。国語と同様、社会

は正確に書けなければ点数になりません。

③理科は、観察・分析内容を自分の力で書けるか。これも広い意味での「書き取り練習」です。

覚えるべき内容は、まずは「音読練習」、スラスラ口をついて言えるようになったら「書き

取り練習」。数学と同じように、理科の計算問題は、一度「うんなるほど」と「理解」でき

た問題については、どんなにやさしい問題でも帰宅後にもう一度やり直し、問題を見た瞬間

に条件反射で正解が出せるまでにすること。一度間違えた問題は、帰宅後にもう一度自分の

力だけでやり直してみること。もしどうしても解けなければ、授業中のノートや解答集を参

考にして、なぜそのような解答になるのか考え、しばらくしてもう一度自分の力だけで解い

てみる。そして、一人で解けるようになった問題を自分の得点源にするために、その問題を

さらに４～５回自分の力で解き直し、問題を見た瞬間に条件反射で正解が出せるまで自分を

鍛え上げる。

高校入試でも、大学入試でも、この理科の勉強方法によって、今からでも偏差値は大幅に

アップします。

Ｑ：受験学年ではない塾生は、学年末試験までの１か月余りをどのようにしたらよいのでしょうか。

Ａ：受験生と全く同じです。

(１)各科目とも、一度「うんなるほど」と「理解」した内容を、「練習、練習、また練習」で、

①とりあえず、何も見ないで正確にスラスラ口をついて言えるまでにすること。②何も見ない

で正確に楷書で書けるまでにすること。③一度解いたことのある問題は、問題を見た瞬間に条

件反射で正解できるまでにすること。

(２)「今学年の内容は、全科目 100 点満点を目指す学年末試験の勉強を通して、今学年中にすべ

て正確に定着させる」こと。

(３)「今学年の勉強は、次の学年に持ち越さない」こと。

(４)「とりわけ、受験前学年である小学５年、中学２年、高校２年生は、最終学年の内容を夏休

み前までに学習し終えるためにも、今の学年の基本的な内容については、受験学年になってか

ら、つまり４月すぎには勉強し直さなくても済むように、完全に身につけておく、定着させて

おく」こと。

(５)受験直前学年である小５(私立中学校受験の場合)、中２、高２の塾生の皆さんは、「受験ま

であと１年」と、受験前年度であることを常に「自覚」して下さい。この「自覚」つまり「心

構え」ができているかいないかが、１年後を大きく左右します。「音読練習」「書き取り練習」

「問題練習」を１年前から徹底的に行えば、開倫塾の塾生であれば誰でも偏差値 70 は可能で
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す。これは、私立中学校入試、高校入試、大学入試などで全く変わりません。「練習、練習、

また練習」で、偏差値は 70 近くまではいくらでも上がります。

(６)ただし、首都圏の御三家などと呼ばれる有名私立中学校の入試は難度が極めて高いため、小

学校４年生くらいから本格的な受験勉強をスタートしないと、時間的に不足する場合が多いと

言えます。開倫塾の校舎がある栃木県、群馬県、茨城県内の私立中学校入試は、首都圏の有名

私立中学校のそれとは異なり、「練習、練習、また練習」の勉強方法で１年間真剣に取り組め

ば必ず合格できます。努力は必ず報われます。

Ｑ：よくわかりました。受験生も、受験ではない学年の塾生も、３学期は「うんなるほど」と一度

「理解」した内容を正確に身につける、つまり「定着」するために、「音読練習」「書き取り練習」

「問題練習」を徹底的に行えばよいのですね。

そこで、質問があります。開倫塾塾長の林さんは、毎月の開倫塾ニュースや塾長通信、栃木放

送のラジオ番組「開倫塾の時間」などで、「理解」→「定着」→「応用」の「学習の３段階理論」

を常に説明していますね。この文章でも、「定着」について説明しています。なぜ同じようなこ

とを何回も言い続けているのですか。

Ａ：よいことを質問して下さいました。有難く感謝します。

(１)希望校に入学するために偏差値を上げる受験勉強や、中間試験・期末試験・学年末試験など

の定期テストで 100 点を取り成績を上げる勉強、実用英語検定などの資格試験合格のための勉

強など、世の中にはいろいろな勉強があります。学力を身につけてよい成績を得られる人と、

折角勉強しても一向に成績が上がらない人が出るのはなぜか。

(２)成績が上がらない原因は極めて明白です。内容を「うんなるほど」と十分に「理解」してい

ない場合は、どんなテストでもよい成績は取れません。また、どんな試験にも合格しません。

もっと言えば、「うんなるほど」と「理解」はしてもそれが完全に身についていない場合も、

よい成績は取れません。また、試験にも合格できません。

(３)自分で勉強したり、学校や開倫塾で勉強して「うんなるほど」と十分に「理解」した内容を

十分に身につけない限り、つまり、①何も見ずにスラスラ正確に言える、②何も見ずに楷書で

正確に書ける、③一度やった問題は問題を見た瞬間に条件反射で正解が出せるまでになってい

る、この３つのことがよくできない限り、よい成績を取ることも、合格することも余りないと

言えます。

(４)この簡単な勉強の方法が身についているかいないかで、学校の成績の良し悪しや入学試験の

合否が決まってしまうことが非常に多いのです。社会に出てからも、この勉強の方法は役に立

ちます。そこで、開倫塾で学ぶ 6000 名以上の塾生の皆さんと、12000 名以上の保護者の皆様

に、このことをお伝えしたくて、「理解」したことを「練習、練習、また練習」で完全に「定

着」させることの大切さを毎日のように訴えているのです。

(５)受験生の皆さんはぜひ、今日からでも、一度やった問題をもう一度やり直すという勉強方法

を取って下さい。もし、今までこの方法で勉強をしていなかったとしたら、この方法を取るこ

とで、これからでも偏差値は何ポイントか必ず上昇します。新しい問題に取り組み、できたで

きなかったで一喜一憂(いっきいちゆう)、つまり喜んだり悲しんだりするのではなく、間違え

た問題を研究した上で、同じ問題を繰り返し行う勉強方法、問題自体を身につけてしまう勉強

方法を、ぜひ取って頂きたく希望します。
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Ｑ：受験生の皆さんにお伝えしたいことは他にありますか。

Ａ：まだまだたくさんあります。

「受験校の選択について」

合格ラインまでとても届かない学校の受験は、お金と時間の無駄ですから避けるべきです。「記

念受験」などという考えは捨てるべきと考えます。人生はそれほど甘くなく、努力をした人は報

われ、努力をしなかった人は報われない。合格可能性の少しでもある学校を、受験校として選択

すべきと私は考えます。

Ｑ：大学入試合格者は、入学試験合格後から４月の入学式まではどのように過ごせばよいのですか。

Ａ：(１)ほとんどの大学では、１年、２年次に英語以外の第２外国語(中国語、スペイン語、フラ

ンス語、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語など)が必修となっており、週に２～３回授

業があります。大学は現在、以前のように授業に出席さえすればその科目の単位が取れるの

ではなく、「厳格な評価」つまり一定のレベルまで達しないと、その科目の単位が取れない

傾向になりつつあります。特に、第２外国語は、英語と同じように基礎的なところからスタ

ートはしますが、授業のスピードはとても速く、２年目には、英語で言えば高校３年生の教

科書に出てくるような文章を読むような授業が多く見られます。きちんと勉強すれば、１～

２年で英検２級合格レベルまで力がつくのが、大学の第２外国語教育です。大学３年生から

は、論文も読めるようになります。

(２)ですから、合格が決定したら、１日も早く大学で選択する第２外国語の勉強をスタートす

ることをお勧めします。少し大きめの本屋さんに行き、「やさしい○○語」「○○語入門」な

どと名のついた本の中から、音声教材つまりＣＤ付きの余り厚くない説明のていねいな教材

を一冊購入。入学式まで一心不乱に、①書いてある内容を「うんなるほど」と「理解」、②

「理解」できた内容から「音読練習」「書き取り練習」「問題練習」を徹底的に行い、隅から

隅まで覚えきって下さい。授業が始まったら、歯を食いしばって授業についていくこと。大

学の授業で「理解」した内容について、「音読練習」「書き取り練習」「問題練習」で「定着」

をはかること。

(３)このような準備を入学式前に済ませて、真剣な態度で授業に臨めば、第２外国語が原因で

留年したり、退学になることは激減します。超スピードで授業が進む第２外国語に十分な準

備をして対処することが、入学試験合格発表から入学式までの過ごし方で最も重要と私は考

えます。遊んでいる暇などありません。

(４)第２外国語は、必修科目になっている大学が多く、そのような大学では、単位が取れない

と進級や卒業ができません。真剣に勉強して下さいね。

Ｑ：大学には合格したけれども、高校で十分に身につけられなかった科目はどうしたらよいのです

か。

Ａ：(１)50 ％以上の高校生が進学するようになった現在の大学の最大の問題は、「大学生の学力不

足問題」です。何十年か前ならとうてい大学には入学できなかったような低学力の高校生が、

「大学の大衆化」(①大学定員の増加、②少子化による大学入学希望人数の減少、③経済成

長による一人当たりの GDP の上昇)のために、大量に大学に入学するようになりました。

私は、このこと自体は、一人ひとりの国民が人生において多様な選択肢を得られるという
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観点から素晴らしいことだと考えます。ただし、大学の教育や研究に耐えられるだけの学力

が身についていないことは、本人のためにも非常に問題であると考えます。

(２)大学合格が決まった方は、入学式の日までに、高校で十分に勉強してこなかった科目の教

科書をもう一度ていねいに勉強し直すことをお勧めします。

英語・数学・国語・理科・社会の５科目の中で、この科目を十分に勉強していなければ大

学での勉強(授業や研究)についていけない、耐えられないと思われる科目があったら、入学

式までにせめて高校の教科書や参考書で勉強することが求められます。

(３)例えば、医学部に入学が決まったのに、生物をよくやっていなければ話になりません。法

学部や経済学部などに入学したのに、倫理社会や政治経済を終えていなければ話になりませ

ん。理学部や工学部に入学したのに、微分や積分が終えていなければ話になりません。地球

環境を勉強するのに、「地学」を学んでいなければ大学生とは言えません。

(４)現代の高校教育は、「手抜き」の極致で、大学などの高等教育機関に進学することがわか

っていながら必要な科目を履修させない状況にあります。しかし、高校教育を嘆いていても、

大学での教育や研究に耐えられる学力は身につきませんので、合格が決まった方は自分で勉

強する以外にありません。

もしわからないところがあれば、高校の先生や開倫塾の先生に、恥ずかしがらずに、遠慮

することなく、どんどん質問して下さい。勉強の不足している科目をできるだけ少なくして、

大学の入学式の日を迎えることです。

(５)入学式までに不足している科目の勉強が終了しなかったら、この科目は夏休みまでとか、

この科目は１年次が終わるまでとか目標を決めて、せめて２年次に進級するまでには高校で

学習する科目の勉強を終えるよう、自分で努力して下さい。学校によっては、大衆化した大

学入学者の現状をふまえ、アメリカのように「リメディアル教育(補習教育)」として不足し

ている高校までの教育を補ってくれるところもありますが、日本ではまだまだ不十分です。

「理解」→「定着」→「応用」という「学習の３段階理論」を活用して、自分自身の力で不

足する勉強を補って下さいね。

Ｑ：大学入試に合格した人に、その他に伝えたいことはありますか。

Ａ：自分自身で生活する方法を、早めに家の人から教えてもらって下さい。自宅通学者以外は、朝

起きてから夜床に就いて眠るまで、１つ１つを自分でやらなければならないのですから、生活を

する上で自分に不足するスキルを、大学入学までに少しでも身につけることです。

(１)部屋のそうじの仕方、トイレのそうじの仕方、トイレが詰まった時の直し方、台所の片付け

方、ゴミの仕分け方、ゴミの出し方、靴の磨き方などは必ず身につけて下さい。電球の換え方

も、コンセントの取扱方や電気器具の使い方とともに身につけて下さい。

(２)料理の仕方も、食材の買い方と一緒に身につけて下さい。コンビニや食堂ばかり利用してい

たのではお金もかかり、栄養も偏りますので健康を害します。「便秘」になって苦しむ原因と

もなります。頭の中に入れる知識も大切ですが、口から身体の中に何を入れるかで体調が決定

しますから、自分でスーパーマーケットなどに行って食材を買い求め、栄養バランスをよく考

えながら自分で調理するスキルも、「生きる力」として必要です。

(３)銀行の利用の仕方、お金の使い方を身につけていない人は、家の人によく教わって身につけ

て下さい。収入の範囲内で支出をすることが大切です。
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(４)電車・地下鉄やバスの利用の仕方も、少しずつでよいですから身につけて下さい。

(５)大学生活で最も役に立つのは、「大学の図書館」です。図書館を自分のものとして活用でき

れば、大学での勉強は成功します。入学までに、高校の図書館や市立図書館、県立図書館、近

くにある大学の図書館などに行き、図書館は何の目的のためにあり、どのようなサービスが提

供されているのかを、何日かかけて勉強してきて下さい。大学の図書館は、身近にある図書館

の数十倍の威力を持って皆さんの大学での勉強を支援(サポート)してくれます。

大学生に、図書館の利用の仕方をていねいに教えてくれる大学は余り多くないようです。試

行錯誤しながら、自分で図書館の活用方法を模索する大学生がほとんどのようです。その結果、

大半の大学生が図書館をほとんど活用しないで卒業しています。大学の頭脳とも言える図書館

を利用しないのは、「宝物がそこにあるのに、その価値がわからない」のと同じで、「もったい

ない」と私は思います。

Ｑ：この文章をお読みの大半の方は、小学生や中学生、高校１・２年生の塾生や、その保護者の方

ですが…。

Ａ：開倫塾の塾生のほとんどは、高校卒業後に大学や短大、専門学校などに進学なさいます。大学

生になってからの問題点や困ることが判っているのなら、小学生、中学生、高校１・２年生のう

ちに少しずつでも準備をなさることをお勧めします。

このような考えで、「大学に合格したらどうするか」を書かせて頂きました。ぜひじっくりお

読みになり、何年かかけて準備をなさって下さい。

大学で一番役に立つのは、「学び方を学ぶ(Learning To Learn)」、つまり「自己学習能力」を

身につけていることです。「学習の３段階理論」が本当に役に立つのは、「大学」や「社会」に出

てからの勉強です。開倫塾の塾生である間に、ぜひ身につけて頂きたく希望します。

Ｑ：よくわかりました。では、高校入試に合格し進学する高校が決定した人は、どうしたらよいの

でしょうか。

Ａ：(１)開倫塾ニュースの３月号に書かせて頂いた通り、進学が決定した「高校で使用する教科書

や副教材」を徹底的に予習することです。できればゴールデンウィークが終了するまでに、

おそくとも夏休みが終了するまでに、私が書いた通りの方法で、高校１年の教科書を徹底的

に予習することです。

(２)これに加えて、実用英語検定でまだ３級を取っていない人は、６月の試験で取得できるよ

う、今から勉強して下さい。既に３級に合格している人は準２級合格を、準２級に合格して

いる人は２級合格を６月に果たすことを目指して、今から勉強して下さい。

英語の勉強は、高校→大学→大学院と進学する学校が上にいけばいくほど難しくなります。

ですから、早め早めに「英検」取得のための勉強で力を蓄えておくことをお勧めします。私

は、11 月に韓国に行き、日本の学習塾や予備校にあたる「学院」を視察させて頂きました。

韓国の学院では、中学生は実務英語試験の「トイック(TOEIC)」、高校生は欧米の大学や大

学院進学のための英語力認定試験「トーフル(TOEFUL)」を目指して英語の勉強をしていま

した。中国の小・中・高校生も、インドの小・中・高校生も、国際共通語である英語を必死

になって勉強しています。焦ることはありませんが、中学生の時に英検３級を取得していな

い人は、６月に３級を、３級取得者は準２級を、準２級取得者は２級合格を、高校生である
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うちに果たすことを心からお勧めします。

英語は、習得するのに時間がかかりますが、２級合格程度の力を一度身につけたあとは、

英字新聞を毎日読み続けていさえすれば、何十年たっても英語力は低下することがありませ

ん。

英検準２級や２級レベルの英語力を早く身につけておくことは、高校に入学してから、他

の科目、例えば膨大な時間を必要とする「高校数学」を勉強する「余裕」を生みます。

Ｑ：高校の数学は難しいのですか。

Ａ：数十年前の高校生が習った内容と比べれば難しいとは言えませんが、易しいとも言えません。

時間をかけてていねいに勉強すれば、誰でも必ずできるようになります。ただし、時間がかかり

ます。私がお勧めしているのは、中学校卒業後、あるいは高校１年のできるだけ早いうちに、英

検で英語力をつけておくことです。

どのような大学や短大、専門学校の入学試験にも、「英語」が出ます。早めに英検２級や準２

級合格程度の英語力を身につけ、他の科目、特に数学などを勉強する時間的余裕をつくっておく

ことです。

Ｑ：開倫塾の塾生の皆さんや保護者の皆様にお勧めしたい本があるそうですね。

Ａ：はい。昭和女子大学学長の坂東眞理子先生のお書きになった「女性の品格」と「親の品格」の

２冊です。どちらも、「PHP 新書」から発売されています。

私は、東京にある経済同友会のいくつかの委員会で、４～５年前から坂東先生に接し、世の中

には素晴らしい方もいらっしゃるものだと常々尊敬しておりました。その坂東先生が２冊の本を

お書きになったことを知り、何回も何回も読ませて頂きました。「女性の品格」という本につい

て、「私に足りないことがたくさん書いてあり、男性にも参考になります」と昨年先生にお話し

たところ、「男性にも読んでもらえると有り難いです」とのお言葉でした。「親の品格」は、有り

難いことに先生から贈呈を受け、読ませて頂きました。これは、親だけでなく、ある程度思慮・

分別のわかりかけた小学校高学年以上の方がお読みになると、これからの人生のために参考にな

ると確信します。

「教育ある人とは、一生勉強し続ける人」と、ドラッカーという経営学の先生がおっしゃって

いました。坂東眞理子先生の「女性の品格」と「親の品格」の内容には、「よく生きる」ために

とても役に立つことがたくさん含まれています。よく「理解」でき、納得できたことだけでも、

焦ることなく、少しずつ一生かけて取り組むと素晴らしいと私は考えます。御参考までにお伝え

します。

今月も長い塾長通信になりましたが、最後までお読み頂き感謝申し上げます。


